
 

 

平成 30 年９月４日   

警 察 庁   

 

「平成 29年度犯罪被害類型別調査」について 

 

１ 調査概要 

 (1) 目  的 犯罪被害類型別に、犯罪被害者等の置かれた状況について調査を実

施し、各府省庁の施策の企画立案の参考とする。 

 (2) 期  間 平成 30年１月 19日から同月 28日までの間 

(3) 対  象 ＤＶ、ストーカー、児童虐待、性的な被害、交通事故及び殺人又は

傷害等のうち、いずれかの犯罪等被害を受けた者又はその遺族等 

(4) 回収結果 有効回答数 1,696人 

(5) 方  法 20歳以上の者に対するインターネットを利用したアンケート調査 

 (6) そ の 他 本調査に係る企画及び分析については、有識者等を構成員とする

企画分析会議を設置し、そこでの議論・検討に基づいて実施した。

構成員は以下のとおり。 

 

座長 辰野 文理（国士舘大学法学部教授） 

委員 齋藤  梓（目白大学人間学部心理カウンセリング学科専任講師） 

島田 貴仁（科学警察研究所犯罪行動科学部犯罪予防研究室室長） 

白岩 祐子（東京大学人文社会系研究科社会心理学研究室専任講 

師） 

中島 聡美（福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター特 

命准教授） 

中土 美砂（被害者支援都民センター犯罪被害相談員・犯罪被害者 

遺族） 

阿波 亮子（警察庁長官官房参事官（犯罪被害者等施策担当）） 

※ 敬称略順不同、所属及び役職名は平成 30 年 3 月時点のもの。 
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２ 結果概要 

(1) 相談状況 

ア 相談相手・機関 

被害に遭った際の相談状況について、「どこにも（誰にも）相談していない」

との回答比率は、児童虐待が 74.3％、性的な被害が 52.1％で高くなっている一

方、交通事故は 21.5％、ストーカー行為等は 23.9％で低くなっている。 

また、相談相手・機関については、全ての犯罪被害類型で「母」との回答比

率が最も高く、配偶者からの暴力及び交通事故では「家族」が、ストーカー行

為等及び殺人・傷害では「家族」及び「友人・知人」が、それぞれ高くなってい

る。 

さらに、交通事故及び殺人・傷害では、警察等の「専門機関」も高くなって

いる。 

 

  

54.4%

44.2%

13.6%

27.2%

55.5%

39.5%

20.8%

50.9%

13.6%

26.6%

18.3%

30.2%

20.0%

19.0%

3.6%

7.7%

31.9%

26.4%

0.8%

1.2%

0.7%

0.6%

6.8%

0.8%

32.8%

23.9%

74.3%

52.1%

21.5%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者からの暴力（DV） (125)

ストーカー行為等 (163)

児童虐待 (140)

性的な被害 (169)

交通事故 (191)

殺人・殺人未遂または傷害等の暴力被害 (129)

家族

友人・知人

専門機関

その他

誰にも相談していない



 

イ 相談しなかった理由 

「どこにも（誰にも）相談していない」理由の回答比率については、配偶者

からの暴力では「他人に知られたくなかった」（47.5％）及び「おおごとにした

くなかった」（47.5％）が、ストーカー行為等では「どこに相談すればよいかわ

からなかった」（23.7％）及び「相談するほどのことではないと思った」（23.7％）

が、児童虐待では「低年齢であったため、相談することを思い至らなかった」

（73.1％）が、性的な被害では「他人に知られたくなかった」（29.5％）が、交

通事故及び殺人・傷害では「特に理由はない」（それぞれ 24.4％、27.5％）が、

それぞれ高くなっている。 
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ウ 相談しやすくなるための条件 

自治体や民間の相談機関・団体に相談しやすくなるための条件の回答比率に

ついて犯罪被害類型別にみると、性的な被害（54.9％）、ＤＶ（53.0％）、スト

ーカー（50.0％）で「周りの人に知られずに相談できること、プライバシーが

守られること」が最も高く、児童虐待（61.3％）、交通事故（59.4％）、殺人・傷

害（49.5％）では「無料で相談できること」が最も高い。 

 
  



 

(2) 被害や支援・制度の利用状況やニーズ 

ア 支援を受けた／制度を利用した機関・団体 

犯罪被害類型別に、支援を受けた又は制度を利用した機関・団体をみると、

支援を受けた回答者の中では、ＤＶでは「法テラス」（8.9％）、ストーカー、

性的な被害、交通事故、殺人・傷害では「警察」（各 12.4％、9.5％、

21.1％、19.0％）、児童虐待では「学校・職場」（5.0％）との回答比率が最も

高くなっている。 

 

  



 

イ 被害直後と現在の支援ニーズ 

被害直後に必要とした又は現在必要としている手助け・支援を尋ねたとこ

ろ、被害直後の支援ニーズについては、「事件・被害に関する話を聞いてもら

う」(30.9％)との回答比率が最も高い。他方で、被害直後と現在の支援ニーズ

については、「どのような支援・配慮が必要かわからなかった」との回答比率

もそれぞれ約４割と高くなっている。 

＜被害を受けた直後＞ 

 



 

＜現在＞ 
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(3) 総合的対応窓口の認知状況 

ア 総合的対応窓口の認知度 

    総合的対応窓口の認知状況としては、「知らなかった」（80.7％）との回答

比率が約８割と高くなっている。 

 
 

イ 総合的対応窓口を知ったきっかけ 

   総合的対応窓口を知ったきっかけとしては、「テレビ・ラジオ」（24.6％）

との回答比率が最も高く、次いで「地方自治体の広報誌・チラシ・パンフレ

ット等」（18.3％）、「周りの人に教えてもらった」（17.1％）となっている。 

 


